
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究の動機 

  「生きた化石」といわれるおばけエビを３年生の頃から興味をもち飼い始め、観察・研究をして

きた。それまでの研究では、幼生の頃は光に反応するが成体になると反応しなくなることや水温は

２８度が適正であること、えさは決まった３種類のものを順序よくあげると発育が良いことがわか

ってきた。そこで本研究では、ほかの魚が住めないほどある塩分濃度の湖の中で生活しているおば

けエビが、ふ化・発育できる塩分濃度の範囲はどのくらいなのだろうと関心をもち、研究を進めて

いった。 

 

２ 研究の内容と方法 

○水１Lに対しておばけエビがふ化・発育できる 

塩の量（濃度）の範囲を調べる。 

(1) 10倍から真水までの 65種類の飼育ケース 

を用意し、そこに休眠状態の卵をそれぞれ 

のケースに 50個ずつ入れ、ふ化する数や 

成長の様子、生存日数を観察・記録する。 

※下記は濃度の違う 65種類のケースの表 

①10倍 420g ⑭ 1/5   8.4g ㉗ 1/18  2.333g ㊵ 1/35  1.29g ○531/140  0.3g 

② 9倍 378ｇ ⑮ 1/6   7g ㉘ 1/19  2.211g ㊶ 1/40  1.05g ○541/150  0.28g 

③ 8倍 336g ⑯ 1/7   6g ㉙ 1/20  2.1g ㊷ 1/41  1.024g ○551/160  0.262g 

④ 7倍 284ｇ ⑰ 1/8   5.25g ㉚ 1/21  2g ㊸ 1/42  1g ○561/170  0.247g 

⑤ 6倍 252ｇ ⑱ 1/9   4.667g ㉛ 1/22  1.909g ㊹ 1/50  0.84g ○571/180  0.233g 

⑥ 5倍 210ｇ ⑲ 1/10  4.2g ㉜ 1/23  1.826g ㊺ 1/60  0.7g ○581/190  0.221g 

⑦ 4倍 168g ⑳ 1/11  3.818g ㉝ 1/24  1.75g ㊻ 1/70  0.6g ○591/200  0.21g 

⑧ 3倍 126g ㉑ 1/12  3.5g ㉞ 1/25  1.68g ㊼ 1/80  0.525g ○601/300  0.14g 

⑨ 2倍  84g ㉒ 1/13  3.231g ㉟ 1/26  1.615g ㊽ 1/90  0.467g ○611/400  0.105g 

⑩ 1倍  42g ㉓ 1/14  3g ㊱ 1/27  1.556g ㊾1/100  0.42g ○621/500  0.084g 

⑪ 1/2  21g ㉔ 1/15  2.8g ㊲ 1/28  1.5g ㊿1/110  0.382g ○631/600  0.07g 

⑫ 1/3  14g ㉕ 1/16  2.625g ㊳ 1/29  1,45g ○511/120  0.35g ○641/700  0.06g 

⑬ 1/4   10.5g ㉖ 1/17  2.47g ㊴ 1/30  1.4g ○521/130  0.323g ○65 真水  0g 
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(2) 卵がふ化したら、えさを 3日おきに 1回与える。 

(3) 毎日 17時に顕微鏡を使って観察・記録する。 

(4) 死んでしまって 0匹になっても遅れてふ化したり、耐久卵として突然ふ化したりする可能性 

 があるので、他のケース同様に 44日間の観察を続ける。 

   (飼育での同一条件) 

   ・水の量・・・水道水１L 

   ・場 所・・・直射日光の当たらない明るい室内 

   ・水 温・・・28度 

   ・エ サ・・・ドライイースト・きなこ・金魚のえさを順序よく与える。 

 

３ 観察の結果 

(1) ①(濃度 10倍)～⑥(5倍)は、ふ化しなかった。 

(2) ⑦(濃度 4倍)～○60(1/300)ではふ化し、高い濃度より低い濃度の方が広範囲でふ化することがわ

かった。 

(3) ○61(濃度 1/400)～○65 (真水)は、ふ化しなかった。 

(4) ⑨(濃度 2倍)～⑪(1/2)では成体になった後、更に卵を産んだ。特に⑩は結婚するまでの日数が

8～9 日短く、卵生ではなく幼生で産んでいた。そのことから快適な環境であると幼生を産み、

厳しい環境では卵を産むという優れた判断力をもっていることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 23 日(火) 

4 日目に最多の 54 ケース

（83.1％）がふ化した。 

8 月 22 日(木) 

34 日目に、⑩が 3 回目の幼生

が生まれた。 



４ わかったこと 

(1) ふ化について 

ふ化するために必要な塩の量は広範囲であるため、広範囲の塩の量に適応することができる

能力が備わっていると考えられる。 

(2) 子どもについて 

３ｍｍ以上の大きさに成長する数が大幅に減るため、大きくなるほど塩の量に対する適応能

力が減少し、成長することができる塩の量の範囲が狭くなると考えられる。よりよい子孫を残

すためではないかと考えられる。 

(3) 大人について 

４ｍｍまで成長した幼生は、成体になるまで死なずに成長した。４ｍｍ頃からは体を強くす

る機能が発達し、成体まで成長することができるのではないかと考えられる。 

(4) 結婚について 

結婚までの日数は、塩の濃度によって 8～9 日の差があることが分かった。乾燥卵から産ま

れるよりも幼生として産まれた方がよりすぐれたおばけエビに育つと考えられる。 

(5) 今年の観察で新たに発見したこと 

①  幼生は、右記の写真のように卵が割れた形から 

ふ化してくる。 

生まれたてのおばけエビは 1ｍｍで、とても小さかった。 

 

 

 

②  2ｍｍの頃の幼生の単眼が、赤色から黒色に変わった。 

 

 

 

 

５ 今後の課題 

  水 1Lに対しておばけエビがふ化することのできる塩分濃度の範囲を調べたが、卵生から産まれる

ものと卵胎生で産まれるものがあった。そこで、今後は卵胎生で産まれることができる塩分濃度の

範囲を調べてみたいと思った。また食品加工に使われているおばけエビのトレハロースは栄養価の

高く、その活用は無限大であると思う。将来は、このような研究を続けていきたい。 

 

６ 指導と助言 

３年生から６年生までの４年間にわたり、おばけエビ(アルテミア・サリーナ)の観察をしてきた。

今年の６年生の観察では「塩の量の違いによるおばけエビの成長の仕方」をテーマに研究を行った。

「ふ化」「子どものおばけエビ」「大人のオスとメス」「結婚したものについて」の項目で実験を行い、

わかったことをまとめていった。その結果、広範囲の塩の量でふ化することなどがわかった。 

  65 種類の飼育ケースを用意し、塩分濃度とおばけエビの関係を 44 日間続け、観察したことがす

ばらしい。 

（指導教諭 五味 美鳥） 


